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南薩上之坊の十五夜行事の記録資料
～上村厳「上之坊の十五夜」～
松原武実
旧暦八月，南九州全域にわたって独特の十五夜行事があった。今となっては語る人もいなく
なり，郷土誌類によってかろうじて確認することができるだけである。そういう中で，南薩で
は少子化と過疎に苦しみつつ大きく変質しながらも‘いくつかの地区で行事が継続されてい
る。特に旧坊津町（ぼうのつちょう）の数ケ地区では今なお，盛んな頃の片鱗をかいま見せて
くれる。
枕崎市街を西に抜けて坊津への県道を進むと，まず栗野（くりがの）集落がある。ここを校
区とする栗野小学校は昨年度廃校となった。子供達がカヤをかぶって山からおりてくる行事が
近年までおこなわれていたが，毎年実施するのは困難になっている。
栗野を過ぎてしばらくすると下り坂となり，北西向き斜面にへばりつくようにして集落が展
開する。上之坊（かみのぼう）である。人家が海岸まで密集し，海岸沿いにも家並みが連なり
北方向へ行くと中坊，そこから山手の鳥越へと続く。鳥越への狭い上り坂の途中に藩政時代の
巨利一乗院の跡があり，現在は坊津学園小学校（昨年まで坊泊小学校）になっている。鳥越で
も，その先の岬をはさんだ泊（とまり）でも，農村部の平原（ひらぱる）やその他の集落でも，
それぞれ特徴のある十五夜がおこなわれた。しかしどこでも行事は省略や簡略化が進行し，生
気を失い，形だけの伝承を余儀なくされている。
上之坊も例外ではないが，もともと持っていた行事のきわだった個性が，かろうじて村人の
継続への意識をつなぎとめ，見る者の心を揺さぶる神秘性は今でも失われていない。昭和30年
代前半までの経験者に言わせると「こんなものではない」という。私は観察を始めて約25年に
なるが，この間にも明らかに簡略化が進んでいる。こんなものではなかった，というかつての
盛大な様子は現在の行事から想像するしかないが．実はそれを書き留めた人物がいる。
坊津の十五夜行事に関心を寄せて聞き取りを始めた頃，一冊の謄写版による小冊子を入手し
た。Ｂ５大の表紙に「上之坊の十五夜」とある。地元在住の上村厳（かみむらいわお）氏によ
る私家版である。全74頁のうち，約半分を占める前半は行事の細部にわたる説明で，小さな文
字でびっしりと埋められている。後半は口説歌の歌詞集で，著者自身による採譜も載っている。
記録資料として重要であることは明らかで．特に前半は当時の行事の詳細を伝える一級の証言
集でもある。1941年（昭和16年）生まれの著者が37歳の1978年（昭和53年）に書きあげたもの
である。著者の執筆の動機が「はじめに」に次のように記されている。文章をわかりやすくす
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るために少しだけ私が補筆した。
日々を上之坊に生きる者にとって，十五夜行事は大きな誇りである。だがひとりひとり
の老人が亡くなるごとに，いつか十五夜行事が絶えてしまうという心配が胸をかすめ，記
録を期待する言葉を毎年耳にした。私自身も今から19年前，祖父から聞いた話などを記録
せぬまま祖父が亡くなり，人の記憶だけによる文化のはかなさを感じていた。ちょうどそ
の頃，青年団員が急激に減り，十五夜の維持が困難になり始めた頃から，世間にまったく
知られないままユニークな形式を保ち続けてきたのに，もうだめかなあ，と半ばあきらめ
の気持ちのまま，就職先の大阪・鹿児島で昇る月を眺めながら，シベ笠の幻を追い，激し
い郷愁に胸をこがした。
昭和39年は十五夜が中断された年だったが，鹿児島にいた私はそのことを知らず，十五
夜の日，仕事が忙しくて帰れなかったため，十五夜のどよめきを電話で聞こうとした電話
口の静寂は無念の思いを噛みしめさせた。
十五夜行事を継続していく上では，参加するひとりひとりの子供達が経験を蓄積しなけ
ればならないのに，この年１年間の中断によって計り知れないほどの混乱が生まれ，これ
まで何気なく受け継がれてきたひとつひとつの受け持ち作業の意味が子供自身容易にのみ
こめず，もはや元に戻すことができないほどの狂いを生み出してしまった。この混乱は各
種のハヤシのやりとりにも及び，再開の第１年目は言葉に出せないほどのみじめなもので
あった。
ひとりひとりの体験の積み重ねにのみ頼ってきた行事のもろさの一面なのであろうが，
ひとり恐怖に似たものを感じた。もう十五夜行事は絶えるのだろうかと。いや，誰かひと
りバカがいれば続けられるはず◎オレは十五夜バカになって坊に生きよう。そして上之坊
に育つ子供達に古里を思い起こすよすがを与え続けようと，鹿児島の職場を捨てて帰っ
た。
以来，十五夜行事継続のために年々多くの時間を費やすが，もはやひとりぐらいの努力
ではどうにもできない程，口説もハヤシも唄もゆがんでしまった。これを元にもどすには，
全員が長い時間を十五夜という最後の一夜に向けて積み重ねていく，各人のひとつひとつ
の分担行動の意味をわかるところからしかできないのではないかと考えて，当初口説の収
集記録だけにする予定を広げて，全日程の作業と，その中味を全部書いてみた。
（中略）この資料の収集に14年ほどかかっているが，こうした文化の記録には知識の豊
かな人がたずさわるべきなのだろう。やっていく間につくづく自分の能力を超えた作業で
あることを痛感した。従って，ただ我々が受け継いだ姿をありのままに書きとめることだ
けを考えた。（以下略）
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これによると十五夜行事は1964年（昭和39年）に一度中断している。行事を遂行する若者が
いなくなったからだ。上之坊を含む坊地区は後背地がほとんどないために農業は微々たるもの
である。藩政期から漁業や海運業に従事し，明治以後は鰹漁を基幹産業としてきた。昭和30年
頃から大型鉄船による操業が中心になるにつれて枕崎港に中心が移り，それまでの氷による冷
蔵施設しかなかった木造船による操業はすたれていった。枕崎港が鰹漁の一大基地に発展する
のはそれからである。同時に若者が流出し，青年団が事実上崩壊した。十五夜行事が中断した
1964年（昭和39年）は東京オリンピックの年である。経済成長への道をひた走る中で，都会か
ら遠く離れた南薩のこの小さな集落では，基幹産業の激変によって十五夜行事ができなくなる
ほどの若者の流出が進行していたのである。
著者の上村厳氏は，ちょうどその昭和39年に帰郷したという。職場を捨てて帰郷させたもの
は，少年期の強烈な十五夜体験と，それが断絶するのではないかという危機感である。著者に
限らずそれまでの経験者は十五夜行事に参加しながら，この行事の重要性（というより重大性）
に直感的に気づいていたのであろう。
ここには紹介しないが「あとがき」によると，断絶の危機は３回あった。１回目は上村氏が
帰郷する前の昭和32年．３３年の頃で，木造船による鰹漁が急速に衰退する時期である。この時
は鰹船の乗組員が仕事を休んで十五夜を続けた。２回目は前述したように昭和39年で，ついに
中断のやむなきに至るも，翌年から何とか復活継続した。３回目は昭和44年に訪れ，これが最
大の危機だったようだ。社会人の青年がゼロ，高校生２人という事態に直面し，中学生以下の
子供達・高校生・大人が１０回以上の話し合いを経て，大人が協力する形で継続が決まったとい
う。この時には，著者の上村厳氏を含む十五夜行事継続派の強力な説得があったことが想像さ
れる。青年団ゼロ，高校生がわずか，という状況はその後現在まで続き，今は還暦を過ぎた方々
も含む大人達全員で行事を遂行している。子供達の親には「十五夜行事をなくしたら上之坊に
何が残るのか」と説いて廻り，行事への参加を依頼しているという。しかし行事は大きく変化
した。
子供会も青年団も機能しないのだから，彼らが主体の行事が変わらぬわけがない。著者の上
村氏をはじめ，年配の方々には「こんなものではない」という気持ちはつのる一方であろう。
無念の気持ちは理解できるが，変化したとはいえ現行の行事があればこそ盛んな頃も想像でき
る。上村厳氏の記録も今こそ意義を持つ。
この記録（小冊子）を入手した当時，説明のあまりの詳細さと煩雑さに私の理解が追いつか
ず，書棚にしまい込んだままで25年ほどがたってしまった。それ以来，上之坊を観察した甲斐
があって，今ではかなりの部分がわかるようになった。行事の進行状況を記す前半部分だけで
も翻刻したいと数年前から思い，著者の上村厳氏も訪ねたが，氏は病気療養中で会話もままな
らぬ状態であった。そこで，不明の部分は現在のリーダーの方々に聞いて補足しつつ，この冊
子を翻刻することにした。
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そのままの翻刻ではこの十五夜行事を未見の方々，あるいは１度や２度見た方々にもおそら
く理解不十分の結果となろう。以下に紹介するのは，上村厳著「上之坊の十五夜」の前半の主
要部分を理解しやすく私なりに補足し翻訳しなおしたものである。行事を見学した経験がない
方々にもできるだけわかるように再現しなおしたつもりだが，十分とはいえない。現在の大人
達にもわからなくなった部分も少なくないからだ。あくまで1978年（昭和53年）時点で著者が
見た行事の記録である。読者は，多くの部分が現在と異なっていることを承知されたい。日程
はすべて旧暦で示す。私の注釈は〔〕内に示した。
（１）７月１３日
口説の練習開始
青年団〔15歳～25歳〕は何日か前の会で十五夜行事実施を決める。７月13日，口説の練習開
始。夜になって１時間から２時間，１５歳から１９歳が集まって一番調子の稽古が始まり，毎晩お
こなった。一番調子のほかに二番調子，本調子がある。この日より２，３日前までに，男の子
供達全員（９歳～１４歳）を集めて十五夜を実施することを確認している。行事は青年団と子供
達が主体なので，必ず子供達に相談をして決めることになっていた。
カヤヒキの帰りにともすタイマツのダテッガラ（ダンチク，ヨシタケ）を用意しておかなけ
ればならない。その量を９歳から１４歳の年齢に応じて割り当て，早めに切ってカヤヒキまでに
完全に枯らしておくよう指示。ダテッガラはカマで二つ割りにし，屋根にあげて干す。乾いて
枯れたものは夕立にあわないよう，軒下に取り込む。
（２）７月23日
この日から口説は二番調子に変わる。八朔の節句相撲に関する話し合いをし，土俵作りのた
めの材料調達の役割分担と，土俵に入れる砂を運ぶ量と段取りを年齢ごとに決める。
（３）８月１日
八朔相撲
八朔の節句。相撲の開始。相撲は３日まで取る。
朝のうちに土俵を作り，子供達は下校後，直ちに公民館庭に集合し，土俵に入れる砂を運ぶ
ために浜に行く。
それぞれ割り当てられた量を下浜（しもはま）と田の尻の浜から運ぶことになっていた。下
浜は上之坊の下方の海沿いの地区だが，汚れがひどかったために下浜には行かず，旧役場付近
の荒所（あらどころ）海岸まで行った。田の尻は上之坊の東の浦尻峠（小峠）を越えたところ
に広がる海に面した棚田。
砂利は浦尻峠または上通（かんみち）から運び，公民館のキザロ（入口）と軒下に入れ，夜
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つまづかないように気を配った。
土俵は18尺（5.5ｍ）四方の中に内円１５尺（4.5ｍ）だが，これよりもやや小さめに作る。土
俵を囲む４本柱はニセ山〔青年団の山のことで，枕崎から上之坊にはいってくる手前の現在の
松ヶ迫団地あたり〕の木を切って使い，シベ竹は野間〔集落の下方〕の竹内栄吉方か竹内稗志
方の台明竹をもらってきて４本作る。
砂運びが終ったら，いったん家に戻り，相撲を取る準備をして再度集合する。集まった者が
声を合わせて「エーイヨ，エーイヨ」とくりかえして全員が集まるまで叫ぶ。全員が揃ったと
ころで一同礼し，土俵を囲んで坐る。進行係が「これから今年の八朔の節句相撲大会を始めま
す」と宣言し，行司役が「トザイトーザイ，これから相撲大会取り組み」と案内し，土俵中央
の盛り砂に挿したシベ竹を16歳の代表が四股を踏んで取り，１５．１６歳が盛ってある砂をくずし
て平らにする。
相撲は学年ごとの組み合わせ。小学３年から中学３年まで取ったあと，小学２年,小学１年，
幼児の順に取る。このあと各学年ごとの３人抜き，５人抜きをおこなう。終了後，土俵の砂を
寄せて盛り,シベ竹を立てる。
各取り組みでは，勝負がつくと全員で「エーイヨ」と声をかける。すべての相撲が終り，土
俵に籍の目立てを済ませたら，全員集まって反省会。
子供頭（19歳）が問いかける。「こどんのし，おわぱったこ〔大きな声を出したか〕」
子供達（14歳以下）「は－い，おおだど〔声は出したよ〕」
子供頭「おわばえんなったお〔叫ばなかったではないか〕」
子供達「おおだど」
子供頭「おわばえんなったで，声はけかえておわんなおソワ〔叫ばなかったから声は枯れて
ないじゃないか〕」
子供達「おおだど」とやり合う。
子供頭「戻った時な，湯がわけてなかの，ないのち，コマごつ言わえんかさ〔湯が沸いてい
るのいないのと，小さいことを言うんじゃないのか〕」
子供達「言わんど」
子供頭「言えめっご〔言うんだろう〕」
子供達「言わんど」
子供頭「言わんにおえめっなア〔言わないでおれるな〕」
子供達「は－い」
子供頭「言わつちなア〔言うって？〕」
子供達「いいや」
子供頭「言わんとなア」
子供達「は一い」
１１５
国際文化学部論菜第12巻第２号（2011年１０月）
子供頭「言わんに，ありがとうち言うとじやつどソワナア〔わがまま言わないで．ありがと
うと言うんだよ〕」
子供達「は－い」などと元気な問答をし合う。このあと口説の練習となり，口説の調子は本
調子になる。
（４）８月３日
八朔相撲最終日
相撲はこの日が最後。中学生まで取り組んだあと，高校・一般の荒相撲や船員対抗相撲が行
なわれる。相撲終了後は，土俵こわしや後かたづけの段取りも話し合って解散◎子供達の反省
会では前記のものに加え，次のようなやり取りをする。
子供頭「何々げえん辺からは，姉さんにこごと言うとが聞えたど〔誰それの家から，姉さん
にわがままを言うのが聞えたぞ〕」
子供達「言わんど」
子供頭「誰々の辺からも，お母さんに言うとが聞えとったどオ」
子供達「言わんど」などの子供達へのからかいも入る。１５歳以上はこのあと口説の稽古をす
る。
（５）８月７日
カヤヒキ開始
カヤヒキの開始日である。カヤヒキに出発する前にカヤヒキの場所，方角，区域などを細か
く打ち合わせる。子供達に対しては目的地に危険があればそれを教え，帰る時刻やイレガヤの
量を年齢別に決めて教える。イレガヤというのはバンガヤ（巨大なカヤ束）を作るために必要
なカヤのことで，子供達が引いてきたカヤから抜き取る。年齢別の人数と総数を確認してから
出発する。
９歳と１０歳はアエコサギである。アエというのはタイマツの材料となる落葉のこと，コサギ
は集めること。地面をこするようにしてアエを集めるのでアエコサギという。アエコサギの監
督は子供頭。
カヤヒキ全体の監督は15歳と16歳が共同でし，指示は16歳がする。
昭和30年頃までは，十五夜の前１週間ほどは学校は短縮の５時間授業だった。学校から帰っ
た子供達は昼食後，決められた量のダンチクを持ち，飲み水と夕方のおやつ（カライモとラッ
キョウまたは焼いた塩魚）をタオルに包んで，公民館の庭に集まる。集まった者から西隅のタ
ンク（防火用タンクがあった）の上に乗り，
「十五夜ン綱ネかたつんかよ’なつのたかがよ'まんに〔意味不明〕ヨーレヨレホーンニヨ
イ，ホーンニョイ」と何回もくりかえして歌う。集合のための歌である。１４歳は声を張り上げ
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るように催促する。
だいたい揃うと，子供頭の指示で「ホーンニョイ，ホーンニョイ，ホーンニョイ，ホーンニョ
イ」とくりかえして叫ぶ。そして「ホーンニョイ」をくりかえしながら出発のまねをする。ま
た西隅のタンクの上に戻り，さきほどの集合の歌をくりかえし歌う。出発のまねは３回する。
３回まねをしてタンクに戻ると，子供頭が「ハラドッコシヨーガ，テマツ（タイマツ）取らん
かソー」と号令する。この号令を３回くりかえす間に，子供達は「ホーンニョイ，ホーンニヨ
イ，ホーンニョイ，ホーンニョイ」と言いながら公民館の玄関前に移動し，「ハーレヤナ，ヒ
ンニャードッコイショ．ドッコイショ，ドーオッコーイショ」と叫ぶ。
それぞれがタイマツを担ぎ終ると「ハラドッコイシヨーガ,並ばんかソー」と子供頭が指示。
子供達は「ハーレヤナ，ヒンニャードッコイショ，ドッコイショ，ドーオッコーイショ」と叫
びつつ２列縦となる。列が整ったところで，子供頭が「ハラドッコイショガ．ぼつぼつ歩（あ
り）まんかソー」と指示し，列が動き出す。
狭い県道に出ると子供頭は．道路の状況に応じて「ハラドッコイショガ」と前置きの掛け声
をかけて，いろいろの指示を出す。子供達はそのたびに「ハーレヤナ，ヒンニャードッコイ
ショ，ドッコイショ，ドーオッコーイショ」と応じながら指示に従う。
子供頭の呼びかけは「歩（あり）まんかソー」「走らんかソー」「止まらんかソー」「おらば
んかソー」「テマツおろさんかソー」「そこん先行たときや，止まらんかソー」など。
上道（かんみち）に入り，火トボシの場所までは，掛け声が切れないように「元気なもんで
しよう」などの文句も入れて叫び続ける。上道というのは公民館を出て東に向かい，人家のは
ずれから入る山道のこと。火トポシの場所を過ぎると次のような掛け合いになる。
子供頭「アネさんのまんずんなけ，線香一本たてたがソッ」
子供達「アーラソツ，ヨーイヤナ，アーラソツ」
子供頭「もう一本立てたがソッ」
子供達「ヨーイヤナ，アラソッ」
子供頭「猫がかつじょんぶしや，おっとったがソッ」
子供達「ヨーイヤナ，アラソッ」
子供頭「もう一本おっとったがソッ」
子供達「ヨーイヤナ，アラソッ」
きつい上り坂もこうしてまぎらし，笑いで吹き飛ばしながら登る。峠の手前の角隅にタイマ
ツ用のダンチクをおろし，全員頂上の所定の集合場所まで行く。
子供頭が「ハラドッコイシヨーガ，とまらんかソー」と叫ぶと，子供達は「ハーレヤナ，ヒ
ンニヤードツコイシヨ，ドッコイシヨ，ドーオッコーイシヨ」と応じて止まる。ここを基点に
して，カヤヒキの場所に向かうのである。９歳と１０歳はアエコサギ役なので，別行動。アエを
貯蔵しておく場所も，ダンチクをおろす場所も決まっていた。
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カヤヒキ
カヤヒキの責任者は１５歳と１６歳。頂上に集合してからは１６歳が指揮をとる。カヤヒキの場所
は，昔は馬を飼っている家が多かったために近くにはカヤはなかった。遠くまで行かないと全
員がまとまった量を引くことができなかったので，田代・網代・駒走・坊岬方面，栗ケ野峠か
ら越山・赤水，鍋ケ平から春日鉱山を中心とした宗前一帯に駆けていった。
学校から戻って午後２時頃公民館を出発し，６時半頃までに戻ってこなければならなかった
ので，往路の時間をできるだけ節約する必要があった。先ほど説明した上道の登り口から頂上
の集合場所までの間半分ぐらいのところからは走った。県道浦尻峠から岬への上り道も走っ
た。春日方面（栗野）へ行く時は，４キロ近く走りっぱなしだった。カヤヒキ場所に着くと，
戻る場所と時間を確認してから散らばり，各自がカヤヒキに取りかかった。
カヤは切らないで手に巻き付けて根こそぎ引き抜く。抜いたカヤがひと握りの量になったら
束ね，２束になるとカヤで縄を絢い、それで縛った。多い者で30束以上，少ない者でも25束ぐ
らいでズシッと重く，担いで歩くのはたいへんであった。
リーダーは上道の頂上（集合場所）へ戻り着く時間を計算し，自分の割り当て逓を早めに引
いて，「ウエン坊ン子供は山おりろ」とくりかえしくりかえし呼びかける。だいたい30分以内
に全員が集まるようにした。人数を学年ごとに数え，事故者がないことを確認し，上道の頂上
(集合場所）への帰路につく。
上道の頂上（集合場所）へ着くと，１５歳と１６歳は人数を確認しながら，待っている17歳と１８
歳に，子供達が持ってきたカヤの中からイレガヤ（バンガヤの材料となるカヤ）を取ってもら
う。
イレガヤを抜き取ってもらった子供は，残りのカヤを再度くくり直し，握り手を作っておく。
カヤが少ない者はそのあたりで引いて加えることもあった。同時に，タイマツから落ちた火の
粉を叩き消すための柴も切っておく。柴は明るいうちに用意しておかなければならない。
カマは１５歳と16歳が持っているので，子供達は彼らからカマを借りて柴を切った。柴として
は松が適しているが，生育を害するので松は切らない。常緑樹のものがよい。ネズミモチは
もっとも適しているが，少ない。トベラは葉がすぐにくだけて，火の粉消しとしては長持ちし
ない。
コマイケとイデとカマンエの準備
子供達がカヤヒキに出発したあとで，１８歳と１９歳はバンガヤ（大きなカヤ束のこと）や大綱，
その他を作るための準備をする。準備するものはコマイケとイデとカマンエ。
コマイケは何種類かの小網のこと。バンガヤを縛るためのコマイケは太さ１０センチほど，長
さ５メートル，１５本以上。大綱をねる時，最初に使用する小綱は太さ１５センチ，長さ６メート
ル，２本。大綱ねりの最後の止め用コマイケは太さ３センチ，長さ２メートル，１０本ぐらい。
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十五夜当日最後の「お月様作り」に使うコマイケは太さ５センチ，長さ３メートル，左繕り．
３本。〔作り方の詳細は省略〕
イデはカヤで作る小縄のこと。バンガヤの取り手を巻いたり，バンガヤを縛るコマイケの端
を結んで固定したり，タイマツを作るのに使用したりする。太さ３センチほどで，長さはカヤ
１本程度◎これを多数。
カマンエは形状が鎌の柄に似ているのでそう呼ぶ。バンガヤを作る時，コマイケで締め付け
てから隙間を作るのに使う。最後の晩に総出でバンガヤを作るので，５本は必要。網ねり用の
柱にも使用する。
バンガヤ作り
上道の頂上にて，子供達が引いてきたカヤからイレガヤ（供出分）を抜き取り，長いものと
短いものに区分してバンガヤ用のカヤを調える。カヤヒキは何日もおこない，このあと述べる
が，その帰途に火トボシをする場合としない場合がある。しない場合は明るいうちに公民館に
戻るので昼ガヤといい，火トボシをする場合は真っ暗になってから戻るので晩ガヤという。〔し
たがって晩ガヤの表記が正しいが，番ガヤとも晩ガヤとも表記されているので．ここではバン
ガヤとする｡〕
バンガヤは15歳の数だけ作る。だいたい１０数個作った。７日から12日までのバンガヤ作りは
１５歳から19歳があたり，最終日の13日はニセ（青年）とサンゼ（25歳以上）も加わって作った
のが昭和30年頃以前の形。
バンガヤ作りと火トボシは何晩もしていたが，子供が山野になじまなくなったこと，引いて
くるカヤの量が少なくなったことなどから，回数を減らし，現在は１回（１日）だけ部落の男
達総出でやっている。〔以後，現在に至るまで火トボシとバンガヤ作りは一日だけしている。
カヤはあらかじめ各戸から供出してもらっている｡〕
バンガヤを作る場所は，昭和30年代まで頂上近くのカヤの置き場所近くだった。１５～19歳の
人数が減り，バンガヤの運び出しに無理が出てきたので，昭和44年からは火トボシ場所の下方
のゆるやかな勾配の場所に移動している。〔現在もそこで行なっている｡〕
バンガヤは直径50センチほどのカヤ束を３つ合わせてひとつにするのが昔のやり方だが，昭
和30年前後以後はひとつの束（直径１ｍほど）として作るようになった。作ったバンガヤに番
号を付ける。一番大きな百キロほどもあるものを１番ガヤとする。
コマイケ１本を敷き，カヤの根元から30センチほどのところにコマイケが当たるように，コ
マイケの上にカヤを置いていく。幅１メートルほど．高さ70センチほどになったら，コマイケ
の両端を持ち上げ，カヤの上で交叉させて両側から引っ張り合う。両端に数人ずつが取付いて
引っ張りあってカヤ束を締め付ける。ひとりがカヤ束の上に乗って跳び，それに会わせて締め
付ける。この時の畷子言葉のやり取りは
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｢ンドーットォ，ンドーットォ，押せ．ラーア」
｢エーン，ヤア」
コマイケのiIIii端を引っぱったままカヤ束の下を滞らせて交叉させ，再び引き合う。コマイケ
詞 湯 職；２の下にカマンエを差し込んで隙間を作り，これにコマイケ
の両端を刺し通す。コマイケの両端を花結びにし，これを
イデを使ってコマイケに結びつける。
こうしてできあがったバンガヤを根を下にして起こし，
数人がかりで持ち上げ，落とす。これで根っこを揃え，立
つようにしあげる。妓後に運搬のための取っ手となる「ウ
ンマンギン」を作る。すでにできている花結びを''1心とし
て，jIj幅の位置でひとつかみのカヤを引き出し，これを
折ってくくり，イデで固く巻く。妓後に，カヤ束の上から
中心部のひとつかみのカヤの先端を折り結んで芯（コブの
ようなもの）を作っておく。拙ぐのを援助する新が迎搬中
にこれを掴んでバランスを取るためである。
バンガヤ作りが済むと’ひとつのバンガヤを15歳と１６歳ハ／刀一Ｖ1'1ニリかY汀ひと，（_ﾉ､とつ(/ノハノ刀でてＩＤ威とｌｂ威 平成20年のバンガヤ
が５人ぐらいでかついで，いったん上道の登り口まで降ろ
しておく。〔前述したように現在のバンガヤ作りは十三夜の日に集落の大人が総出でおこなっ
ている。だいたい５つ作っている｡〕
火トボシと下山
上道の頂上にて，子供達は持ち帰るカヤをしっかりくくり直し，背負いやすいように取っ手
を２本作っておく。バンガヤ作りが済み．１５歳と16歳がバンガヤを上道の登り口まで降ろす頃，
子供達は持ってきた弁当（カライモ・ラッキョウ・焼魚）を食べる。１５歳以上は弁当を持参せ
ず，子供達からもらって食べる。こうして腹ごしらえが済んだら，子供頭が「カヤおろし」と
宣言し，
「ハラドッコイシヨーガ，か一やをか－た一げ－んかソーォ」と掛け声をかけると，子供達
は，
「ハーレヤナ，ヒンニャードッコイショ，ドッコイショ，ドーオッコーイショ」と応えてカ
ヤを背負う。
カヤを背負い，火消し用の柴を持って子供達の下山が始まる。空にはまだ薄明が残っている。
子供達は火トポシの場所から少し下の地点〔現在のバンガヤ作りの場所の少し上にあたる〕
にカヤをおろす。この時，カヤを縦〈場所の順番も決まっている。下り坂なので先頭がいちば
ん下方になる。先頭は１５歳と16歳のカヤ,続いて年齢順に並び,アエコサギ係の９歳は後方(上
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方）となる。最後は14歳が２名付く。年齢が下がるほど坂の上方となる。あとで暗くなってか
ら再びカヤを背負う時，自分のカヤがわかるようにタオルなどで目印をつけておく。カヤを置
くと，子供達は再び頂上近くのタイマツ点火地点まで戻る。
子供頭はダンチク３束か４束を合せ，中にアエを詰めてイデ（カヤ縄）で縛り，点火。次々
にタイマツに点火される間．子供頭は口説歌を歌う。そしてくだり始める。くだり始めると口
説歌をやめる。
タイマツを持った者が「ジューシ（１４）があまかで，火をまわせ」と叫び，柴を持つ子供達
は「ヒーが見えたか－」と叫ぶ。１４歳は子供達の声が小さいといって．大声を出すように「お
わばんか」と督促してまわる。火トボシ地点までタイマツをつけてくだる間，タイマツを持つ
者の後に柴を持った子供が付いて，落ちた火の粉を叩き消しながら進む。
火トボシの場所まで来ると，タイマツを持って並ぶ。すると公民館前の県道からよく見える。
さきほど子供達がカヤをおろした地点まで見に来る村人も多かった。戦前まではこのタイマツ
が見えるまでの間婦女子は公民館の庭に集まって，輪になって十五夜踊「そんがパパ様」を
踊ったという。
火トボシの場所は山際が岩場になっており，タイマツを持った者はその上に登ってタイマツ
を振る。タイマツを持つ者が「ジューシがあまかで，火をまわせ｣，子供達は「ヒーが見えた
か－」と叫ぶと，１４歳は「おわばんか－」と督促して廻った。火の粉と煙が渦巻く中で，威勢
のいい子供達の声が三方の山にこだました。
タイマツを持つ者は15歳と16歳で，このあとバンガヤを持つ者が優先してタイマツを振る。
その他は火消し役にまわる。１３日の夜は，１７歳以上の者がタイマツを持ち，それ以外は火消し
役となる。タイマツは根元から50センチほどまで燃やす。
火トボシの時間は約30分だが，１３日の夜は２時間近くになることもあった。消えたタイマツ
の残りは束ねて持って帰る。すべてのタイマッが根元を残して燃えたところで，火の粉が完全
に消えたことを確認し，子供頭は「ヨーイヨーイ，ヨーイヤナ」と叫ぶ。これに子供達は「ハー
レヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセー」と応える。火が完全に消えたので，自分のカヤを
持って整列せよという合図である。
帰路とバンガヤの運び込み
整列が済むと口説歌が始まる。と同時にゆっくり歩き出す。このあと公民館まで子供頭は口
説歌を歌い続け，子供達は聡子を入れる。冒頭部分を示すと以下のようになる。カタカナは子
供達の聡子言葉。
国は近江のオイ
石山げんぜハラヨーイヨーイ
げんぜ娘におつやがござる
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ハラヨーイヨーイヨーイヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ
年は七つでオイ
乳呑むわらべハラヨーイヨーイ
乳呑むながらも力､かさめ話す
ハラヨーイヨーイヨーイヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ
セを１句とし，４句で１節（七七七七）をなす。１句目のあと短い灘子，２句目のあと少し
長い聡子，３．４句を続けて歌ったあと，長い聡子が入る。上には２節分を書いた。
列が上道の登り口に置いてあるバンガヤのところまで来ると，いったんストップ。バンガヤ
を背負う役が前に出て，これを背負う。カヤをたくさん引いた者２名か３名が担ぐ資格があっ
た。深く腰を曲げてかがみ，頭をバンガヤを縛っている結び目の少し下に当て，周囲の人の助
けをもらって，気合いをかけてバンガヤの根元部分を持ち上げてもらう。すると割りと楽に担
げる。バンガヤを逆さにし，根元を後頭部に当てて背負う形。数人がこれを支えながら進む。
こうして公民館入口まで来ると，再びストップ◎道路から公民館入口は少しだけ上り勾配に
なっている。背負ったバンガヤを一度軽く揺すりあげ．態勢を整え，ホンニョイの掛け声とと
もに勢いをつけて駆けのぼる。援助の人間もバンガヤを支えながらいっしょに行動する。同様
にして次々とバンガヤが公民館庭に運び込まれる。〔現在は中学３年生は２，３人しかいないの
で，還暦を過ぎた大人も担ぐ｡〕
バンガヤ運びが終ると子供達が，カヤ束を背負ってひとりずつ，ホンニョイの掛け声ととも
に駆けあがる。村人達は公民館東側の崖の上に陣取って見物。口説歌は全員がカヤを持ち込む
まで続けられ，最後の長い聡子で終了。
子供達は公民館庭の西隅に集合し，子供頭を囲んで反省会となる。
子供頭「こどんのし，おわばつた．〔子供達よ，ちゃんと叫んだか〕」
子供達「は－い」
子供頭「おわぱえんにやったオ〔叫ばなかったではないか〕」
子供達「おおだど〔叫んだよ〕」
子供頭「ど－けな，なんじやい，おわばえんなったオ〔どうだか，全然叫ばなかったみたい
だぞ〕」
子供達「おおだど」
子供頭「おいや，一生懸命おおだで，声がかえとっとい，おんたちやなんじやイ．けかえと
わんなオ〔自分は一生懸命叫んだので声が枯れてるのに，オマエ達は全然，枯れてないじゃな
いか〕」
子供達「おおだど…」
と問答形式でやり取りする。このあと翌日の集合時間，カヤヒキに行く方向など決めて解散
する。１３日はカヤヒキの最終日で，翌14日の朝の柱立てのロープのことやその他のことを指示
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し．午後のカヤスボイ（カヤをきれいにする）の集合時間を決めて解散する。
子供達が帰ったあと子供頭および15歳以上と，口説の稽古をしたい20歳以上の青年は，本調
子で１回歌ってから帰宅する。口説は40分から50分かかるので，１５歳以上が帰るのは子供達が
帰って１時間ほどあとになる。
（６）８月１４日
柱立て
朝，子供達は学校へ行く前に，それぞれの家から１本ずつロープを公民館に持ち寄っておく。
青年は子供達が学校から帰るまでに，少なくとも綱ねりの柱を立てるための穴を公民館庭に
掘っておく。柱や横木に何ヶ所もロープを巻くが，カヤが散乱するとロープがこれを巻き込ん
でしまうので，庭にカヤクズが散乱しないうちに作る必要がある。
曇
欝黛
顎寝言
証製生三樹
柱の穴の位置は，庭が狭いのでもっとも効率のよい位置を決めてあ
る。公民館の玄関前の段の，玄関に向かって左側の端のラインをまっ
すぐ引き延ばして５歩，右手（東側）の崖の壁の割れ目からまつすぐ
に西へラインを延ばして11歩，この２つのラインの交叉するところが
東の柱になる。公民館床下の西寄りの風通し穴に向かって左端と，県
道側ブロック塀の基部にあるステーロープ用の穴とを結んだ線上を，
床下風通し穴から７歩進んだところが西側の柱である◎２つの穴には
毎年目印として，バンガヤ作りに使ったカマンエを埋め込んでおく。
穴は１メートルほどで十分。穴の底に大きな石を入れて土台の補強と
する。
２つの柱の上部の公民館側に輪っかを作る。輪っかの下部に横木を
縛り付ける。大きな力がかかるので,下にずれないように工夫が必要。
上を30センチほどあけてロープを巻き付け，９０センチほど下にも巻き
っかで繋ぐ。輪っかのふくらみは20センチほど。ロープがすり切れな付け，両者をロープの輪っかで繋ぐ。輪っかのふくらみは20
いように，ロープにシビ縄（カヤ縄）をしっかり巻き付ける。輪っかの下方の根元にはスリッ
プ止めのためにロープを何重にも巻いておく。
網をかける横木には相当に強い力がかかる。それに耐える強度が必要。ほどんと縦方向の力
のみがかかる支柱と違い，何方向からも力がかかるので，小さな傷も折れる原因になる。２本
を少しずらして合わせ，両端をロープでぐるぐる巻きにする。この部分が両支柱のそれぞれ外
側になる。横木の支柱の内側に当たる部分にもロープを巻き付ける。横木の中央２ヶ所に大綱
の太さ分の間隔をあけてコマイケを巻き付ける。大綱がずれないようにするためである。東側
にまきつけたコマイケの隣にはロープを巻き付けてコマイケのズレを防止し，２本の横木の合
わせ目にはカマンエを入れておく。
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合わさった２本の横木は，上下に重なるのでなく，水平にする。２つの柱の公民館側の輪っ
力､の下部に，横木の両端を結びつける。
当I離三'三灘垂三l潟
Ｊ一ＺＵ刀1,0~qbr升月 '１ハノ品
Ｉ
１３歳のクソトイ
子供達が学校から戻ると柱立てが始まり，その傍らでカヤスボイ〔カヤを締麗に整える作業〕
も始まる。この間１３歳は集落内の道路の掃除をする。特に道路に落ちている犬猫の糞を除去
しなければならない。その範囲は綱引き，切れた網を隠す範囲，筋マワリの範囲である。それ
から公民館の便所掃除もする。あとで子供頭が廻って検査する。
網隠し
１４日夕刻，柱立て，１３歳のクソトイが終ったあと，日暮れまでの１．２時間は，１５歳と16歳
にとっては難儀な時間となる。子供頭は公民館に置いてある子綱（コマイケ）６．７本を子供
達に与え，子供達はこれを隠しに行くのである。コマイケを持った子供達が見えなくなるまで
は，１５歳・’6歳を公民館の中に留まらせる。隠す場所の条件は，人家の中（小屋も含めて）と
下水を除く。家と家の間家と石垣の間畑の垣根の下などが隠し場所となる。子供達と15歳・
'6歳の知恵比べの様相である。発見されなかったコマイケは綱作りに出さなくてよく，子供達
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は綱引きの時に継ぎ足して使ってよい。コマイケを発見できなかった場合は，１５歳・’6歳は上
の青年から小言を言われる。
夜の笠作り
笠の骨組みだけは前もって作っておく。この夜，１５歳以上のすべての青年はシベ笠作りに従
事する。以前はほとんど徹夜で笠を作り，明け方から綱ねりにかかった。
シベ笠は直径40センチ余り，深さ12～15センチぐらいで，骨はキンチョッ竹を使う。骨の上
から新聞紙を貼り付ける。次に笠の中央部に針金をぐらつかないように取り付ける。折紙で
作った小さな花を付けるためである。花の数は年齢に応じて１５歳・１６歳は５つ，１７歳～１９歳は
４つ，２０歳・２１歳は３つ，２２歳～24歳は２つ，２５歳はひとつ，青年団長はなし，と決まってい
る。針金も花の数だけ取り付ける。
あとはシベを作って貼るだけ。シベは和紙（半紙）から巾４～５センチ，長さ７～９センチ
の短冊を多数切り出し，巾をさらに２～３ミリおきに切り込みを入れ，切り込み部分を上に向
けて貼っていく。この作業はなかなか手間がかかる。
笠の縁には巾５ミリ，長さ１０～15センチほどのシベ（短冊）を貼って垂らし，顔が隠れるよ
うにする。余り長いと視野が狭くなるので，各人バランスを考えて作る。また笠の後には長く
垂れ下がるシベを取り付ける。巾は５センチほどで，笠を被って立った時，身長より１０センチ
ほど短くなるようにして，１０本を取り付ける。
（７）８月１５日
朝の綱ねり
網ねりは戦後まもなくまでは夜中の２時か３時頃に始まり，朝８時頃には済んでいた。しか
し学校を終えた青年の流出が続き，中高生の数が増えた昭和30年頃以降は早暁の網練りはでき
なくなった。
綱ねりは子網（コマイケ）２本を合わせてねるところから始まる。子綱をロープでつり上げ，
横木に載せて長く垂らした形にしてねっていく。十分に経りを入れた２本の子網が垂れ下が
り，数人の男達がそれぞれに付いている。用意ができたら，子網の最内側を持つ者が「ホン
ニヨーイ」と掛け声をかける。これを受けて全員が「ホンニョーイ」と応えて左へ走りだし，
そのまま「ホンニョイ，ホンニョイ」を繰り返す。子網の内側を持つ者は，子綱が大きく廻る
ようにもうひとつの子網とのからみ具合を確かめながら調節する。均等にねれずデコボコの状
態（カズラマキ）になると，網引きの時ここから切れるかボロボロに解けるかしてしまう。子
網の内側の担当者は，子綱の末端の調子に引きずられることなく，もうひとつの子網との間隔
を保つ役割を担う。末端を走る者は，面白半分にやると中央部の調節を不確実にさせ，網の仕
上がりを悪くする。常に中心の調節具合を見ながら末端を走る必要がある。
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子綱がだんだんとねれていくと，ねり目が下へ降りてくる。胸あたりに来たら，内側の者は
ねれた大綱に少しだけよじ登り子綱を足で踏みつける。これによって大綱のねりを強くする
し，一度に良くねることができる。またこれをしないと，回転する子綱に挟まれて危険でもあ
る。上によじ登れない場合は，内側の者が「オーオー」と声をあげて外側の者に知らせる。合
図があったら外側の者は直ちに走るのをやめ，逆送して内側の者にからんだ子網をはずしてい
く。
地面近くまでねれた大綱が垂れ下がると。子細に余裕があれば大綱を引き上げ，さらに繰り
返す。子綱が短くなると中止し，大綱を引きずってねり目を持ち上げる。この引きずる作業に
は子供達や集落民の多くが関わる。そして子綱を長くする。新しいカヤを入れて延ばしていく
のだが，これをカナドイという。
カナドイには４．５人が必要。子綱の先端を２人で持ち，子綱の先を２つに割って開き，別
の人がこれにひとつかみのカヤを差し込む。差し込まれたカヤをすばやく巻き込んでねってい
く。これを掛け声を駆けながらリズミカルにやる。セーノでカヤを差し込み，他はホイッと
言って受けてねりこむ。子綱ねりはだいたい15歳以上がやり，カヤを渡す役も１５歳，さらにこ
れにカヤを渡す役は14歳がやった。それ以下の子供達はこれを見ながら「カーナドイ．カーナ
ドイ，ドイドイ」とはやす。子綱が１０メートルほどになったら端を止める。この止めは決して
放してはいけない。すぐに綾りを入れ，再び大綱ねりとなる。
大綱は子綱２子（フタコ，２本のこと）から始まり，ｌ子（１本）ずつ増やし,最大７子（ナ
ナコ，７本）まで増やす。７子もの子綱が柱の下に広がり，１本に数人が取付〈と，綱に取付
<人間は50人を越え，彼らが一斉に111を描いて走る様は圧
巻である。〔原文には３子から始まり雌大８子までとある
が．これは著者の勘違いと思われる。現在も子綱は２本か
ら始まり，雄大７本である｡〕
以前は２子（２本)・３子（３本)の部分は短く，５子（５
本）の部分を長くし，６子から７子の間だけで30メートル
ほどあった。全体の長さは百メートルを越し，太さは７子
の部分が直径60～70センチ，２子の部分が30～40センチほ
ど。２子・３子の細い部分は子供達が持つ。以上の太さは
現在もあまり変らないが，長さは20メートルほど短くなっ
ている。
７子まで３時間ほどかかる。７子を数回ねっていよいよ
最後，これで大綱のできあがりという時，１０分ぐらい休憩
平成21年の綱ねり風景
をする。次の綱下ろしで体力を使う
からである。〔網ねりは現在は１４日の夕方おこなっている｡〕
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網ねり完了と網下ろし
休憩が済むと，全員が休憩直前の位置につき，これまでと同様に子綱に取付いて廻りだす。
内側の者が「ホンニヨイ」の声をかけると，今までと同じように全員が「ホンニョイ，ホンニョ
イ」と応える。子綱が次第に短くなり，外側の者はすぐに子綱がなくなるので，子網のかわり
に手をつないで走り廻る。走りながら短くなる子綱を次々に内側に渡し，子綱の端（小口）が
中のサンゼに渡ると，中から「ヤイヤイヤイ，ヤイヤイヤイヤー」の合図が出る。これをきっ
かけに掛け声は「ヤイヤイヤイ，ヤ，ヤ，ヤ，ヤ，ヤ…」に変わる。綱がないので円は小さく
なるが，ずっと走り廻り，この間，中央では端（小口）を止める作業が続いているのである。
その作業が完了する頃．中から「ヤイヤイヤイヤイ」と合図がある。これで周囲はまもなく止
めが完了することを知る。
止めの綱縛りが完了すると，中から「ヨーイヨーイ，ヨーイヤナー」の掛け声があがる。す
ると一斉に走るのをやめ，つないでいた手を放し，「ハーレヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットー
コセ」と叫び，走って公民館隅のタンクのところに退く。これで網ねりは完了。
次は綱下ろしである。大綱の端を止めたニセが「ホンニョーイ」と掛け声をかけると，タン
クまで走って退いた青年たちが一斉にふり返り，「ホンニヨーイ」と呼応しながら駆け出し，
すでに長く延びている大綱の全点にとりつく。大綱に取付くまで「ホンニヨイ」をくりかえす。
全員が網に取付いたところで，柱に残っている大綱の最後の部分を柱から引き落とす作業を
する。これが網下ろしの始まりである。
ハヤシ手が「ヨイサー，ヨイサノー，ヤーンヤ」と気合いをかけると，大綱に取付いた全員
が「ハラヨーイ」と応える。そして綱を引く動作だけをする（まだ引かない)。
続いてハヤシ手が「モヒトーモー，シャーントー，オセコラー」と叫ぶと，全員は少しだけ
引いて，すぐ力を緩める。
ハヤシ手が３度目「ドーットー，ドーットー，オセコラー」を叫ぶと，「エーン，イヤー」
と応えて今度は一挙に引いて，大綱の端を柱から落とす。そしてそのまま止まることなく「ヤ
イヤイヤイ‘ヤイヤイヤイ，ヤ，ヤ，ヤ，ヤ…」と口ずさみながら網を引きずり始める｡綱引
き場所は公民館の前の町道（坂道で巾３ｍほどの小径）で，そこへ網を引いていく。網の太い
方を坂下にして長く延ばす。細い方の端はだいたい竹内作蔵商店前当たりになる。太い方は下
ン村の端の手前，内田商店から竹内酒店の当たりまでになる。夜の綱引きまでここに置かれる。
ここまでが綱下ろしで，これが完了したところで直ちに大綱に繕りを入れる作業へ移る。綱
下ろしで大綱を引きずったときに繕りが戻ったのを修正するためと，綾りを入れて大綱の強さ
を増すためである。経りの入れ方は上と下とで向きが逆になる。まず下を入れる。坂道の北側
は石垣，南側は人家。全員石垣側に並んで立ち，呼吸を合わせて綱を持ち上げ，「イヤー」と
掛け声をかけながら，道路の反対側へ運ぶ。狭い道路だが，全員が呼吸を合わせないと綱は持
ち上がらない。反対側に網を降ろすと，「ヤイヤイヤイ，ヤイヤイヤイ」と言いながら今度は
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綱を手前に，あとすざりの形で転がす。また持ち上げて道路の反対側に降ろし，同じことをす
る。これを何回も繰り返す。端は中央よりも転がす回数を多くする。
次は大綱の上側。今度はさきほどと逆方向，石垣に接近している綱を「ヤイヤイヤイ，ヤイ
ヤイヤイ」と言いながら反対側に転がし，今度は持ち上げて石垣の根元に運び，降ろして手前
に転がす。端は早く転がす。全体が終ると下から引く。繕りが中央部にも伝わり，綱の強さが
増す。
総りいれが終ると，続いて柱の解体。サンゼから「ホンニョーイ」の合図がかかり，「ホン
ニョイ」と受けて公民館へ駆け戻り，柱の解体に取りかかる。支柱の穴には，来年のためにカ
マンエを埋めておく。散らばったカヤクズを掃除して，網ねりの全過程が終了する。
筋まわり準備
柱の解体が終ると，１５歳と１６歳は分担して，寄付金を集めに各戸を廻る。集まった寄付金は
すべて書き出し，張り出す。持ち寄ったロープは各人に持ち帰らせ，借りた道具は返す。
一方，綱ねりの後，筋まわり用提灯と門柱用の提灯に紙を貼る。筋まわり用提灯には月の絵
を書き，その反対側に「月月に月見る月は多けれど,月見る月はこの月の月」の句を書き入れ，
その両側には「十五夜」「上之坊」の文字をそれぞれ入れる。門柱用提灯は上から見ると長四
角となっており，正面の広い面には「上之坊十五夜」と書き，側面には「奉納」の文字を入れ
る。網引きとその後の「お月様作り」のための照明器具も用意する。
集落中に十五夜を知らせるのが筋まわりである。昭和35年頃までは集落内の定まったコース
のほかに，青年団・集落会役員の家を廻り，そのあと坊之浜，下浜，中之坊，鳥越の寄付者宅
その他を廻った。そのため長時間にわたって口説を歌いハヤシをかけるものだった。最近では
昭和45年に坊之浜と下浜と特別養護老人ホームへ行ったが，現在は集落内をまわるだけになっ
ている。
他の集落まで廻った頃は，他の集落に比べて上之坊の規模が大きく盛んだったため，その集
落から妬まれ，その地区の網を踏み越えたなどと言いがかりをつけられ，青年同士が争うこと
がしばしばあった。しかし昭和45年に坊之浜に言った時は，老人達から「自分が生きているう
ちには二度と見ることはできないと思っていたのに，今年は来てくれたのか」と涙を流して感
激された。つられて青年も涙を流したという話が残っている。
手つなぎモンゴ
筋まわりは他部落まで行く場合は３時半から４時に出発するよう，３時には集合した。現在
は５時に集合して，１時間ほど集落内を廻るｏ
集合から出発までの間，子供達は「手つなツモンゴ」をする。１０人ぐらい集まると，子供達
だけで手をつなぎ「ダツダッダッダッ…」と口ずさみながら，列の一端を軸にして渦巻きや手
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鎖や，様々な形を手を放すことなく組み立てた。形ができあがったら，解いていく。単純なも
のから複雑なものまで，いちばん端にいる者が工夫する。
平成４年の手つなぎモンゴ
1２９
|櫛雌上之坊の十五夜行事の記録盗料
筋まわり
全員が揃うと，青年剛長は青年に準備を促し，「ハラドッコイシヨーガ，笠をかぶらんか
ソー」と号令をかける。手つなぎモンゴをしていた子供達は直ちに止め，「ハーレヤナ，ヒン
ニャードッコイショ，ドッコイショ，ドーオッコーイショ」と言って手拍子を打ちながら，そ
れぞれ準備をする。
子供達は全員手拭いで鉢巻をし，後ろで結ぶ。上藩は''1い半袖シャツ，ズボンは長くても短
くてもよい。任意参加の９歳未満の子供は鉢巻をするか，紅シベ笠をかぶるかする。１５歳以上
は白いワイシャツで，ズボンはなんでもよい。頭にはシベ笠をかぶる。顎紐は婦人用縮緬帯を
使う。
青年も同じく「ハーレヤナ…」の掛け声をかけながら笠をかぶる。様子を見て団長は「ハラ
ドッコイシヨーガ，並ばんかソー」と号令する。子供達は「ハーレヤナー，ヒンニャードッコ
イショ…」と応えながら，手拍子を打ちながら列を整える。整うまで同じ掛け声をくりかえし，
整列したところで「ハラドッコイシヨーガ，そろわんかソー」と号令。これで青年は子供達の
あとにつく。先頭は提灯と:iIj:年団旗。この間「ハラドッコシヨーガ，そろわんかソー」の掛け
声が続く。
整列が終ると公民館庭を歩き始め，渦巻のように廻る。提灯を先頭に幼児，９歳までの子供，
９歳から１４歳，この後ろに15歳以上が並び，２４．２５歳が
「ハラドッコイシヨーガ，元気なもんでしよ－」とか
「ハラドッコイシヨーガ．おどらんかソー」
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「ハラドッコシヨーガ,おらばんかソー」などの掛け声をかけ,子供とその他の青年は「ハー
レヤナ，ヒンニャードッコイショ，ドッコイショ，ドッコイショ，ドーオッコーイショ」と応
答し，「オドランカソー」の掛け声がかかった時は，手拍子に合わせて頭を左右に振る。
公民館庭で十分間ぐらい声を交しながら行進を続け，「ハラドッコイシヨーガ，ありまんか
ソー」の号令で列は歩きを止め，先頭の提灯は渦巻き列を突っ切ってまっすぐ出口に向かう。
列が公民館入口の門柱を出たら，これまでの号令の掛け声をやめ口説に変える。口説は青年団
の幹部だけが歌い，他の青年と子供達はハヤシをかける。口説の時は手は叩かない。
筋まわりの途中，集落役員や高額寄付者の家の前でねりまわる。ここでは口説をやめて，公
民館庭でと同様の号令と掛け声になる。ハヤシに合わせて手を打つ。この間，幹部は家の主人
に挨拶をする。挨拶には特別なしきたりはない。挨拶が終ると再び「ハラドッコイシヨーガ，
ありまんかソー」と号令し，口説に変わる。
筋まわりを終えて公民館庭に戻ったら，再び出発前のように渦巻きを作って歩き，１０分ぐら
いしたら「ハラドッコイシヨーガ,そろわんかソー」の号令で青年は列を離れ,西隅に集まる。
集まり終ったら「ハラドッコシヨーガ，とまらんかソー」と号令する。子供達は歩みを止め，
公民館に向かって整列する。そして最後に「ハラドッコイシヨーガ，笠をとらんかソー」の号
令で筋まわりを終了する。
g'二簡潔x忍
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綱引き準備
筋まわり終了後，子供頭の１９歳が子供達に，網引きまでと綱引き中の注意を与える。子供達
はこのあと解散するとすぐに，町道（坂道）に横たわる綱を引きあげ始める（網を坂上方向に
あげておいたほうが，網引きに有利）が，この時立ち入ってはならない区域（青年側の陣地の
範囲)，網引きが終って大綱を一挙に引き下げるとき綱の上に乗らないこと（引きずる時嵯り
が戻り，乗ると綱が傾いて足を挟まれる危険がある。実際‘怪我人も出た)，綱引きの途中で青
年が跳ぶ時に物を投げないこと，跳ぼうとしている青年の前に立たないこと．など。
綱を切って隠しに行く範囲は，県道の山ンコヘの入口まで，上道は上村網義方入口以内，町
道は上の川の端まで，むかえんまち線は，上村亀一方昇り口以内，県道は公民館の口より西側
はダメで道路上に限る。川の中や人家の庭には置かないこと。切れた綱を青年達が見つけて運
びさるとき，子供達は周囲で「ホーイホイ，ホーイホイ」と掛け声をかけること，物を投げな
いこと，など。また翌１６日の網解きのことを指示して解散。
１５．１６歳は，公民館内に残っているコマイケを上村広志宅の庭に運び，子供達に持ち去られ
ないように見張りをする。また前述したように子供達は解散するとすぐに，町道（坂道）に横
たわる大綱を引きあげ始める。
子供達と青年との境界は網に印があるのではなく，道路沿いの建物（竹内作蔵商店）が目印
となる。だから子供側が長いほうがいい。子供側の端っこが坂道の頂上の県道との接点を越す
と．青年にとっては手強いことになる。そこで15歳と16歳は，子供達が綱を引き上げるのが手
間取るよう邪魔をして，自分たちの領分を守る。
いったん解散して夕食を済ませ，作業着などに着替えて集まれば，網引きの気分がみなぎっ
てくる。綱引きはだいたい午後７時に始まる。
トッカタ
午後７時になる頃，号令が聞える。「ハラドッコシヨーガ，笠をかぶらんかソー」の号令で，
上村広志方前にいる青年達は「ハーレヤナ，ヒンニャードッコイショ，ドッコイショ，ドーッ
コーイシヨ」とはやしながら笠をかぶる。笠の後ろの長いシベは笠の内側に巻き込んでおく。
かぶった者から中ン村への下り口より３メートルほどチン川よりに並ぶ。年長の者から４列に
なり，手をつなぐと，狭い道路巾一杯である。
「ハラドッコシヨーガ，ならばんかソー」
「ハラドッコシヨーガ，そろわんかソー」
「元気なもんでショー」
「おどらんかソー」などと号令して網引きに入る気分を整える。
頃合いを見て「ハラドッコイショ」の号令が口説歌に変わる。この時，それまで網を引き上
げることに熱中していた子供達は，すべて綱から離れて上の方へ退く。まもなく４列となった
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青年達が怒涛の如く駆け登ってくるからである。この列の前に立ちはだかって突き飛ばされ，
怪我をした者もいる。
網引きの場での口説や号令には青年だけが応じ，かつ動作をする。たとえば口説が「国は近
江の」と歌うと「オーイ」というハヤシで応える。４列で手をつないだままの青年達は，応え
ながら上体を軽く前に傾け，頭を振って元の立ち姿勢に戻る。
次の「石山ケンゼ」に対して「ハラヨーイヨイ」と応えるながら，左足を半歩踏みだし上体
を前屈みにし頭が地面に触れるぐらいに低くし，前に走り出すように見せて膝を曲げて勢いを
受け止め，その反動を使って頭を逆に振り上げ，上体を後に引き戻して元の姿勢に戻る。
３度目「ケンゼ娘におつやがござる」に対して「ハラヨーイヨーイ，ヨーイヤナ，ハーレヤ
ナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ」と応えるが，頭の「ハラヨーイ」で上体を大きく前に振
りだして勢いよくダッシュする。走り出したらつないだ手は離す。次の「ヨーイ」で上体を起
こす。そのあとはハヤシのｌフレーズごとに合わせて上体を上下させながら走る。上体を起す
時，勢いをつけて起こし，その勢いで跳び上がる。
最後の「ヤーアットーコセ」では坂道のかなりの上まで進んでいるが，そこで２回跳び，特
に２回目では全員高<跳ぶ。そして接地と同時に後ろを向き，先頭が「ホンニョーイ」と叫ぶ
と，全員が「ホンニョーイ」と応じ，元の場所へ小走りに駆け戻る。その間「ホニョ，ホニョ，
ホニヨ，ホニョ」と口ずさむ。元の位置（青年の陣地）に戻ると，口説の続きが歌われる。そ
して同じことを繰り返す。
以上を「トッカタ」という。ちょうどすぐ上の県道から見ることができるが，白い笠が浜に
打ち寄せる大波のようで，たいへんダイナミックな部分である。体力のある若者でないととう
ていできない運動で，上之坊の十五夜行事の特徴的部分である。
網引き
トッカタを30分ぐらいやったところで，「ハラドッイショーガ，綱ねしぇつかんかソー」と
号令がかかる。網引き開始の宣言である。この号令とともに子供達も網に取り付くのだが．綱
引き前に「ハラドッコイシヨーガ，おどらんかソー」「ハラドッコイシヨーガ，元気なもんで
ショー」等の号令に合わせて，青年達は綱をわずかに持ち上げて頭を振り，全身を前後に振っ
て網をおろす。これをくりかえしている間に，子供達が大綱に取り付くのを見計らい．「ン
ドーットオー，ンドーットォー，オセコラー」の号令で綱引きが始まる。「エーン，ヤー」と
掛け声をかけながら引き合う。さまざまの物が打ち鳴らされる。
「モヒトーッゥー，シャーントヒッバレー」
「イェーン，エイヤー」などの号令で鼓舞し，どっちも動かなくなったら，
「ジーットォー，ジーットォー，オセコラー」
「エーン，ヤー」
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「モヒトツゥー，サーントォ．オセコラー」
「エーン，ヤー」と引き合う。
引き合う綱が浮き上がってくると，気合いとともに「エーン，イヤー，ヤイヤイヤイヤイヤ
イ…」と叫びながら引き合ったりする。さらにこの状態で,子供達を振り落としてしまおうと，
青年達は道巾いつぱいに綱を持ち上げて揺さぶったりする。この時は大綱が龍蛇のように見え
る。１０分余りも引き合うと，双方ともに疲れて綱を持っておれなくなる。網をおろして「ハラ
ドッコイシヨーガ，おどらんかソー」の号令がかかり，力を入れずに身体を前後に揺さぶる。
綱切り・綱隠し・綱探し・綱持ち込み
３０分以上たち，勝負のメドが立たない時は，頃合いを見て子供達の最後尾３メートルぐらい
が切断される。切断された綱は，網引きが行なわれている最中に数人の子供が隠しに行く。隠
す範囲は筋まわりのあと指示されている。隠し終ったら，県道の上から「ホーイホイ，ホーイ
ホイ…」と叫ぶ。これは「青年達のねった大綱もたいしたことがなかった，切れたじゃないか」
という意味が込められている。この声で，網引きをしている子供達は網を引く手を放すので，
大綱は青年達の側に引きずりこまれる。青年達はトッカタをする場所の後方まで網を引きずり
込み，サンゼは大綱の切り口の修復にとりかかる。
その作業の間「ハラドッコイシヨーガ，ならばんかソー」と号令がかかり，最初と同じよう
に号令をくりかえし，口説歌に移る。そしてトッカタをする。青年が跳ぶたびに，子供達は
｢ホーイホイ，ホーイホイ」と，まるで冷やかすかのようにくりかえす。
そのうち坂道の頂上の古老から「ホンニョーイ」と合図の号令がかかる。切れた網を探しに
こい。という合図である。青年の一団は「ホンニョーイ」とこれを受け，「ホンニョイ，ホンニョ
イ」と口ずさみながら坂道を駆けあがり，隠された綱の切れ端を探しに行く。子供達はなおも
｢ホーイホイ…」をくりかえす。
まもなく切れた綱が見つかる。これを坂道（町道）の頂上までまず持ってくる。そこで青年
達は坂下方向を向いて２列縦隊となり，中に綱を持ってしゃがむ。先頭の左右の両者は外側に
なる手（右側は右手，左側は左手）を体の前で交叉させて握り合い，内側になる手で切れ網を
持つ。次の者も同じ。以下同じようにするが，切れ網が届かない位置の者は外側の手は前の者
の腰バンドを握り，内側の手を握り合う。しゃがんだまま頭を内側に入れ，全身をなるべく低
くする。その姿勢で整列が終ると，古老が「ヨイサー，ヨイサー」と号令をかけ，青年達は
｢ハーラ，ヨイ」と応じ，上体をさらに低く前に振り出す仕草をする。
次に「モトーモォー，サーントーヒッパレー」と号令，「エーン，ヤー」と受けて体を下げ，
２，３歩踏み出す。３度目に「ンドーットォー，ンドーットオー，オセコラー」と号令，「エー
ン，ヤー」と受けて上体を下げて前進，そのままの姿勢で小走りに駆け下る。自分達の陣地に
戻るまで「ヤイヤイヤイヤイ，ヤイヤイヤイヤイ，ヤ，ヤ，ヤ，ヤ…」と口ずさむ。この間．
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子供達は「ホーイホイ」とはやす。白い笠の長い一団の地を這うような行進は龍さながらの光
景である。
青年達が自分の陣地に戻ると「ハラドッコイシヨーガ，ならばんかソー」の号令がかかり，
青年達は「ハーレヤナ･･･」を口ずさみながら整列し，口説歌とハヤシの応答をする。その間に
大綱の修復が終る。そこで「ハラドッコイシヨーガ，そろわんかソー」「ハラドッコシヨーガ，
ありまんかソー」などの号令で，「ハーレヤナ」と応えながら中ン村筋へ下りていって休む。
休む場所は，中ン村の橋口，竹内典次郎方，横道のハナである。
青年達が去ったところで，子供達は一斉にそこまで下りて行き，修復された大綱をひきずっ
て坂道に伸ばし，綱引きをする態勢に戻す。ただし子供達は上村広志宅入口より下に行っては
いけない。１５歳・’6歳は，子供達があまりに大綱を自分たちの陣地に引き込まないように邪魔
をする。また休憩中や，このあとの綱引きの最中に，子供達が裏から廻って切れた綱を持ち去
らないように注意する。
１０分ぐらいの休憩後，綱が引き延ばされたのを確認して，青年達は笠をつけてチン川の方か
ら元の場所に戻ってくる。竹内清美方の上り口に達したら「ハラドッコイシヨーガ，ならばん
かソー」と号令がかかり，再びトッカタをする。この時は駆け上がるのは，竹内作蔵商店より
上には行かず，だいたい中ン村筋への下り口までとする。以下，最初のトッカタと同様。そし
て綱引き再開。
以上，トッカタ・綱引き・網切り・綱隠し・網探し・網持ち込み，の一連の動作を休憩をは
さんで３回おこなう。網の切れ端が３つできることになる。３度目の綱切り～網持ち込みのあ
と，青年達がトッカタをし，坂道を駆け上がり，戻る途中，坂道の上の方から「ホンニョーイ」
の号令がかかる。青年達は「ホンニョーイ」と応え，きびすを返し，それぞれ腰をかがめた姿
勢で「ホンニヨイ，ホンニヨイ」と口ずさみながら坂道の頂上へ向かう。次の動作への移行で
ある。
絹あげ
いよいよ最終段階の公民館庭でのお月様作りである。その前に，網あげをする。
坂道（町道）の頂上は県道（巾５ｍほど）と並行して接している。頂上は網切りのあと隠さ
れた網を探し出し，青年達が自分の陣地に持ち込むために２列縦隊の低い姿勢で整列したとこ
ろである。ここは公民館入口のすぐ前，巾５メートルほどの県道を挟んだ位置である。すでに
子網３本（さきほど切られた網ではない）が準備されている。ここに再び青年達が集合し，や
はり２列縦隊で腰を落とし，中に子網をもって姿勢を整える。今度は列の方向は公民館庭に向
いている。
村人達は公民館庭を見物するために，公民館の東側の崖上に通る小道の上に移動している。
そこからは公民館入口もよく見える。鈴なりの村人達の見物。
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整列が終ったのを見計らい，「ヨイサー，ヨイサノー」の勢いのいい号令がかかる。「ヤーン
ヤ，ハーラヨ」と応じ，低い姿勢のまま県道の中央（公民館入口が目の前）へ進む。
２度目，「マヒトーモー，サーントーヒッパレー」に「エーン，ヤー」と応えて公民館入口
の門柱まで進む。
３度目，「ンドーットオー，ンドーットォー．オセコラー」に「エーン，ヤー」と応え．さ
らに姿勢を低くし，ゆっくりと動きだし．「ヤイヤイヤイヤイ，ヤイヤイヤイヤイ…」と口ず
さみながら庭に入って左にふくらんで右回り（時計回り）する。まるで龍がはいずり廻る感じ
である。公民館の玄関前を過ぎたところで，渦を作る。見物の村人達から拍手がおきる。列が
完全に渦となって，中心に空間がなくなったところで「ヨーイヨーイ，ヨーイヤナ」の号令が
かかる。すると青年達は手に持った子網をその場に置いて立ち上がり，「ハーレヤナ，ハーレ
ヤナ，ヤーアットーコ七一」とはやしつつ手を叩きながら，西隅のタンクへ小走りに退く。タ
ンクに達する時，ハヤシもちょうど終る。以上を綱あげという。
再びすぐに「ホンニョーイ」の号令がかかる。青年達は「ホンニョイ」と応えて向きをかえ，
｢ホンニョイ，ホンニョ，ホンニョ…」と言いながら，さきほど出発した町道と県道の接点位
置へ戻る。
以下，同じ事を２度くりかえす。合計３度の綱あげによって子網３本が公民館庭に持ち込ま
れる。網あげは明治期には７回したというが，大正末期にはすでに３回だったという。この網
あげは，大綱を公民館庭に持ち込む代わりである。持ち込まれた３本の子網は公民館庭に無造
作に置かれたままである。
３回目の綱あげが済み，タンクのあたりに退いた青年達に休む間もなく古老が「オーオ」と
呼びかけると，青年達も「オーォ」と応え，笠の内側にしまいこんでいる長いシベ（垂れ）を
外に出し，中央に戻る。そして手をつないで半円をつくる。半円といっても人数が多いので，
両端がつながらないだけの公民館庭いつぱいに広がるほとんど円である。古老が準備が整った
のを見て「オーォ」と問いかけると，青年は「オーォ」と応える。このあとの行動の態勢が整っ
たのである。
お月様つくり
最後のクライマックスである激しい１時間が始まる。戦後まもなくまでは，１１時頃から始ま
り夜中の１時過ぎまで続いたという。今は青年といっても実際は高校生と中学生なので，だい
たい１０時から１１時頃までには終っている。
古老が「オーォ」と号令すると，青年達は「オーォ」と応え，両手をいっぱい広げ，つなが
らない円形のまま，右側へゆっくりと歩く。頃合いを見て古老が「ヨーイ，ヨーイ，ヨーイヤ
ナ」の号令をかけると，これに瞬発して，今度は逆方法の左側へ「ハーレヤナ，ハーレヤナ，
ヤーアットーコセ」と叫びつつ，手をつないだまま勢いよく。頭を内側に低く下げ，そしては
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ねあげ，振り込み，振りあげしながら走り出す。この時の頭の上げ下げはハヤシに合わせて深
く・浅く・深く・浅〈のくりかえしである。遠心力が働くので輪は膨らみ，輪の欠けた部分が
大きく開いてしまう。笠の長く垂れたシベがひらめいて幻想的な光景が作り出される。
走りながら上記のハヤシを叫び，ハヤシの終るのに合わせて動きが止まり，一呼吸おいて古
老の「ヨーイ，ヨーイ，ヨーイヤナ」の号令で，再びゆっくり右へ戻る。号令が終ると同時に，
再度「ハーレヤナ，ハーレヤナ．ヤーアットーコセ」を叫びながら，激しく頭を振って左側へ
走る。この間ずっと手をつないだままで，放してはいけない。相当に息のあがる運動で，適当
な時間これが継続される。
手をつないだままで動きが止まったところで，庭の中央に置かれている３本の子綱が外に撤
去される。ここから本格的なお月様作りである。
青年達はこれまでと同じく，手をつないだまま右側へゆっくり歩む。ここから口説が歌われ
る。まずチヤイと呼ばれる歌い始めの部分がある。口説本体とは少しだけ調子が違う。周囲の
サンゼや古老が歌い，輪を作る青年達自身がハヤシをかける。チャイの部分は次のごとくであ
る。口説とハヤシの関係をわかりやすくするために，ハヤシに番号を付した。
トントーオーォ，東西①オーイ
これからはじむ②ハラヨーイヨイ
くどく口説けとせめかけられて
③ハラヨーイヨーイヨーイヤナ，ハーレヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ
くどきやないめども①オーイ
〈どきてみま－す②ハラヨーイヨイ
落とすところもござんすなれば
③ハラヨーイヨーイヨーイヤナ，ハーレヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ
落とすところは①オーイ
ニセンしにたのむ②ハラヨーイヨイ
もはやこれから口説にのせる
③ハラヨーイヨーイヨーイヤナ，ハーレヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ
口説は七七七七の４句で１節をなし，はじめの句のあとにハヤシ①’２句目のあとにハヤシ
②’３句・４句連続のあとにハヤシ③が続く。上記の３節がチャイと呼ばれる導入部で，この
あと口説の主部（物語になっている）になるが，節まわしが若干違うだけで，口説とハヤシの
やり取りは同じである。
周囲のサンゼと古老がゆっくりと１句目を歌っている間，輪もゆっつくり右側へ動く。１句
目が終ると①のハヤシをかけながら歩みを止め，頭を大きく低く，左内側へ振り込む。続いて
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２句目が歌われるのに合わせて再び右へ動く。２句目が終るとハヤシ②を叫びながら左側へ①
よりもさらに頭を低く振り込んで３歩ほど動く。３．４句目に合わせてゆっくり右へ歩み，４
句目の最後を歌い終わると，今度はハヤシ③を叫びつつ激しく頭を振りながら左側へ走る。そ
してできるだけ輪を大きくする。
このあと口説の主部に入るが．やり方は以上のくりかえし。走るとき，笠のシベが長く垂れ
てひらめいて美しい。激しい動きなのでシベは次第にちぎれてしまう。２０．３０分もこれをくり
かえしたところで，外にいる者が子綱を，手をつないでいる先頭の青年達に持たせる。数人が
網を持ち，その他は今まで通り手をつないだまま。さらに口説が続き，ハヤシと同時に止まり，
逆走する。第１の子網を庭に持ち込むための動作である。
頃合いを見て口説がやむ。動きが止まる。と同時に
「ヨイサー，ヨイサノー」の気合いの入った号令に呼応して，
「ヤーンヤ，ハラヨーイ」と応え，続いて周囲からの次の号令
「モヒトーツー，サーントヒッパレー」に
「エーンヤー」と応え，さらに
「ドーットー，ドーットー，オセコラー」に
「エーンヤー」と応えながら，綱あげの時と同様，しかし今回は１列のまま，綱の先端を持
つ者が先頭になって腰を低く落とす姿勢になる。「ヤ，ヤ，ヤ，ヤ，ヤ．ヤイヤイヤイヤイ…」
と小さく口ずさみながら小刻みに前進する。長い列がみるみる渦を巻いていく。見物人から拍
手がおきる。渦ができると青年達は立ち上がって手を放して手拍子を打ち，「ヨーイヨーイ，
ヨーイヤナ」と気合いをかけ，「ハーレヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ」とはやしつつ，
さっさとタンクのほうへ退く。庭に子綱が横たわっている。ここまでが一連の動きである。
青年達がタンクまで達したかと見ると，間髪を入れず周囲から「ホンニヨーイ」の号令がか
かる。青年達はきびすをかえして庭の中央に戻る。そして最初からくりかえし。手をつないで
欠けた輪を描き，右へゆっくり移動．古老の号令に呼応して「ハーレヤナ…」のハヤシを叫び
つつ左へ飛び跳ねる…。しばらくして口説になる。今度はチヤイはやらず，口説本体が歌われ
る。以下同様にして，２本目の子綱が持ち込まれる。子網は３本あるので，以上が３回くりか
えされる。
３回目３本目の子網が持ち込まれ，青年達がタンクのもとへ退くと，すぐに「ホンニヨー
イ」の号令がかかる。「ホンニョイ，ホンニョイ，ホンニョイ，ホニヨイ」と呼応し，無造作
に横たわる子網３本を取り囲んで再び輪になる。今度は手はつながず,腰を曲げて綱に取付く。
中腰の姿勢で「ヤイ，ヤイ，ヤイ，ヤイ…，ヤ，ヤ，ヤ，ヤ…」と口ずさみながら，３本の
子網に取り付き，これを延ばしてひとつの輪にし，網をねり込むような動作で円を整える。こ
の間，頭は軽く振っている。
「ヤイ，ヤイ，ヤイ，ヤイ…」と言いながら，庭に月を映す作業である。月はほぼ中天にある。
１３７
②丸い円ができたところで，古老が「ヨーイヨーイ，ヨーイヤナ」と気合いをかける｡青年達は
｢ハーレヤナ，ハーレヤナ，ヤーアットーコセ」と応えつつ綱から手を放し，立ち上がり，小
さく両手を打ちながらタンクの方へ退く。これでお月様作りが終了。庭に３本の綱による円が
できている。十五夜行事がすべて終了したのである。周囲から大きな拍手がわきおこる。
月作りは前述したように,夜中の１時半から２時過ぎになることも多かった｡綱引きが終り，
綱あげのあと，延々３時間あまりも跳び，走ったのである。青年の数は軽く50人を超え，月作
りの渦は二重になった。１９歳以下は人数が多くなりすぎるので，走らなくてもよかったし，最
後まで月作りに参加して飛び跳ねることは一人前の体力があることの証しでもあった。
しかし今，月作りの笠をかぶっているのは高校生と中学生だけで，社会人帝年はひとりか２
人，鰹漁船が入港している間に加わるのみである。
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以上，上村厳氏の記録した十五夜行事のほぼ全容である。雌後に現在の状況を簡単に紹介し
ておく。
現在は７月１３日からの口説の練習も，八朔相撲もない。３種類あった口説の歌い方も不明に
なった。カヤヒキは数年前まで13日におこなっていたが，子供達がいないためこれもできなく
なった。カヤは各戸に割り当てて供出してもらっている。火とぼしは時間は短いがやっている。
文中にも書いたが，バンガヤは今でもだいたい５つは作っているが，担ぐのは１人か２人の中
学３年生か，高校生がいれば高校生，あるいは青年や還勝過ぎの大人も担いでいる。
（８）８月１６日
後始末
すべての綱は翌日解体して公民館に運び入れ，入札販売する。済んだら子供達に参加賞とし
て学用品などを与え，７月13日に始まる十五夜行事の全ての過程が終了するのである。
一
仏，
《
が
平成１８年のお月様作ﾄノ
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１４日の午前中に柱を立てて綱ねり用の櫓を組み，網ねりは夕方から集落の大人達総出でやっ
ている。できた分の大綱を組んだ櫓の上から引くのには集落の婦女子たちも加わる。
十五夜当日の夕方の筋まわりは今もやっているが，その直前の手つなぎモンゴはやっていな
い。綱引きは集落の外に出ている高校生や若者が戻ってきて参加している。トッカタには中年
の大人も加わっているので，上記のような迫力はなくなった。とはいえ白い笠の集団の醸し出
す神秘的な雰囲気は残っている。公民館庭でのお月様作りの激しい動作には体力がいる。大人
達にとっては長時間は無理である。９時過ぎにはお月様作りになり，１０時頃にはすべてを終了
している。
見る者に感動を与える民俗行事はめったにあるものではないが．これはまぎれもなくそのひ
とつである。地元の方々が今後とも知恵を絞ってこの行事を継続することを願って，本稿をし
たためた。
平成23年（2011年）８月末日
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